
地域森林計画（案）について

令和６年１２月１６日

県庁 ８０３会議室
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令和６年度新潟県森林審議会

本日のもくじ

１ 地域森林計画とは

２ 令和６年度地域森林計画の案
指針等、森林の区域（全計画区）

３ 下越森林計画区の概要、実行量、計画量
（樹立）

４ 中越、上越及び佐渡森林計画区の計画量
（変更）
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森林・林業基本計画

政府（R3.6）

全国森林計画（１５年計画）
（民有林） （国有林）

農林水産大臣（R5.10）

市町村森林整備計画（１０年計画）

市町村長（R6.3）

知事（R5.12）

森林経営計画（５年計画）

森林所有者等

国有林の地域別の

森林計画（10年計画）

森林管理局長

森林計画制度の体系

地域森林計画（１０年計画）
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即して

即して

適合して

適合して

［資料Ｎｏ.２］ 地域森林計画（案）
第1 序章 P5

地域森林計画とは

・全国森林計画に即し、森林関連施策の方向や地域

の特性に応じた望ましい森林の姿を目指し、整備・

保全の目標及び計画量などについて定めるもの

・市町村森林整備計画を策定するための指針となる

・新潟県は下越、中越、上越、

佐渡森林計画区の４つの

計画区からなる
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第1 序章 P6



各森林計画区の計画期間
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樹立 ： 下越計画区（R７を始期）

変更 ： 中越、上越、佐渡計画区

第1 序章 P6

地域森林計画と新潟県総合計画との関係

• 森林の整備及び保全に関する目標等

• 健全な森林資源の維持増進を図る

• 市町村森林整備計画の規範

• 県の最上位計画

地域森林計画

新潟県総合計画
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第1 序章 P7

全国森林計画

即して 整合



地域森林計画と新潟県総合計画の
イメージ
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• 新潟県総合計画• 地域森林計画

森林資源の維持増進を
図る計画量

＝ 基準

木材産業の目標
＝ 目指す数字

森林資源量の増減と森林計画制度の関係
イメージ

昭和 平成

燃料

S16太平洋戦争

S26三次森林法

燃料

住宅
資材

8令和

ウッド
ショッ

ク

指向する
森林の状態

森林計画制度
による誘導

森林資源量

*森林資源量

森林の蓄積量のこと



１ 地域森林計画とは

２ 令和６年度地域森林計画の案
指針等、森林の区域（全計画区）

３ 下越森林計画区の概要、実行量、計画量
（樹立）

４ 中越、上越及び佐渡森林計画区の計画量
（変更）
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本日のもくじ
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地域森林計画書の構成

章 名称 主な内容 対象計画区

第１ 序章

基本的な考え方等

全計画区

各計画区の概況

第２
指針等（共通事

項）
市町村森林整備計画
の規範

全計画区

第３
下越森林計画
区の計画量等

（樹立）

森林の区域、計画量等

樹立計画区

計画箇所等

第４

中越、上越及
び佐渡森林計
画区の計画量

等（変更）

森林の区域、計画量等

変更計画区

計画箇所等

第５ 参考資料
森林・林業の概況・動
向等の参考資料

全計画区

［資料Ｎｏ.２］ 地域森林計画（案）
第1 序章 P7
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第２ 指針等 P19

森林整備及び保全の目標
（現況と計画期末）

32.7%

(47,925ha)

32.1%

(47,052ha)

← 0.5%

(754ha)

←  1.9%

(2,731ha)

66.8%

(97,993ha)

66.1%

(96,888ha)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現況

(236m3/ha)

計画期末

(258m3/ha)

割合

（面積ha）

時点

(蓄積m3/ha)

林型区分の割合（下越森林計画区）

育成単層林 育成複層林 天然生林

・育成複層林を増加させる

12

森林整備及び保全の目標
（現況と計画期末）

育成単層林48千ha
育成単層林47千ha

天然生林98千ha
天然生林97千ha

育成複層林 1千ha

育成複層林 3千ha

※林野庁「林政審議会」資料に、下越森林計画区の数値を追記

林型 林型の解説

育成単層林
森林を構成する林木を皆伐により伐採し、人為*により単一の樹冠層

*が成立・維持される森林
例えば、植栽によるスギ等からなる森林

育成複層林
森林を構成する林木を帯状若しくは群状又は単木で伐採し、人為に

より一定の範囲又は同一空間において複数の樹冠層が成立・維持される
森林
例えば、針葉樹を上木とし広葉樹を下木とする森林

天然生林
主として天然力*を活用することにより成立・維持される森林
例えば、天然更新によるコナラ、ミズナラ、ブナ等からなる森林 → ［資料Ｎｏ.２］ 地域森林計画（案）P18に記載

・林地生産力が低く、急傾斜等の条件が悪い森林を、育成複層
林の増加により、公益的機能を持続的に発揮（１千ha→ ３千ha ）



指針等の主な変更内容

① （２）造林に関する事項 ⅱ天然更新に関する指針（P24）
市町村が天然更新の完了確認を行いやすいように、主な更新樹

種の表を出現頻度順へ変更

② （３）保育及び間伐に関する事項 ⅲその他必要な事項

（P28-29）

今までの林業における木材生産に関する内容に加え、育成複層

林を増やすため、公益的機能の発揮に関する施業の手法を追加

13

第２ 指針等 P15-49

指針等の主な変更内容①

・市町村が天然更新の完了確認を行いやすいように、

主な更新樹種の表を出現頻度順へ変更
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第２ 指針等（２）造林に関する事項
ⅱ天然更新に関する指針 P24

*森林資源モニタリング調査

持続可能な森林経営の推進に資する観点
から、森林の状態とその変化の動向を全国で
統一した手法に基づき把握･評価する調査で
、県内約300箇所の定点調査地を５年で一巡
。

※出現頻度「高」のみ抜粋

注１ 新潟県が過去に実施した「森林資源モ
ニタリング調査＊」や図鑑等において確認さ
れる、新潟県内に生育する樹種のうち、高
木性の樹種を出現頻度別にまとめたもの 。



＜目的・効果＞

・今までの林業における木材生産に関する内容に加え、育成複層

林を増やすため、公益的機能の発揮に関する施業の手法を追加

・育成複層林の増加により、公益的機能を持続的に発揮し、将来

の森林管理コストの低減にも寄与

指針等の主な変更内容②

・イ 複層林施業の方法に関する指針、エ 広葉樹施業の方法に

関する指針の変更
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第２ 指針等 （３）保育及び間伐に関する事項
ⅲその他必要な事項 P28-29

→ 具体的な記載内容は［資料Ｎｏ.２］ 地域森林計画（案）P28,29
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→ 詳細は［資料Ｎｏ.２］ 地域森林計画
（案）P17,18

森林の持つ公益的機能と多面的機能

森林は、水源かん養、山地災
害防止、二酸化炭素の吸収・固
定など、様々な「公益的機能」の
発揮を通じて県民生活に多大な
恩恵をもたらしています。

また、こうした公益的機能に加
え、木材生産等の経済的機能も
有しており、これらを合わせたも
のが、「多面的機能」と呼ばれて
います。



17出典：林野庁「林政審議会」資料

育成単層林の維持・育成複層林への
誘導の考え方

指針等の主な変更内容②

イ スギ人工林のおける複層林施業の方法に関する指針
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第２ 指針等 （３）保育及び間伐に関する事項 P28-29

・雪害等により上層木が自然淘汰（豪
雪地）

・光環境が改善され下層植生が自然
に導入（日本海側）

・速やかに公益的機能を発揮させるた
めには植栽（治山事業）

上層木 後継木



指針等の主な変更内容②

エ 広葉樹施業の方法に関する指針
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第２ 指針等 （３）保育及び間伐に関する事項 P28-29

・上層木を健全に育
成するため、除伐等
を実施
→ 育成単層林

上層木

指針等の主な変更内容②

エ 広葉樹施業の方法に関する指針
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第２ 指針等 （３）保育及び間伐に関する事項 P28-29

・雪害等により上層木が自然淘汰（豪雪地）
・光環境が改善され下層植生が自然に導入（日本海側）
・速やかに公益的機能を発揮させるためには植栽（治山事業）
→ 育成複層林

上層木

後継木



下越森林計画区

森林区域：188ha増

森林資源量：323千㎥増

森林区域と森林資源量の変化

佐渡森林計画区

森林区域： 720ha増

森林資源量：235千㎥増

中越森林計画区

森林区域：409ha増

森林資源量：346千㎥増
21

上越森林計画区

森林区域：339ha増

森林資源量：227千㎥増

第３、４ 各計画区の計画量等 P52,73,90,103
第５ 参考資料 P120-157

※１年間の変化量

森林区域の増減理由

• 林地開発や国土調査に基づく森林境界の修正等に
よる地域森林計画対象森林の減少

• 土地利用の動向からみて森林として利用することが
適当であると認められる区域を新たに地域森林計
画の対象とする森林の区域への追加や国土調査に
基づく森林境界の修正等による対象森林の増加

22
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背景

・現況が森林だが森林区域になっていない

・土地利用の適正化が必要

・航空レーザ成果等を活用した森林リモートセンシング等の高度化

効果

・森林としての適正な管理が可能

（補助金等の活用、

森林経営管理制度による整備）

・公益的機能の発揮

・二酸化炭素の吸収量の増加

森林区域の追加

出典：林野庁「概算要求」資料

森林の追加

23

24

今回、約1,700haの森林を追加
今後も計画的に実施予定

森林区域の追加

現況が森林の区域を抽出し、森林区域に追加

24

森林 農地等

森林 農地等 森林 農地等

森林 農地等



１ 地域森林計画とは

２ 令和６年度地域森林計画の案
指針等、森林の区域（全計画区）

３ 下越森林計画区の概要、実行量、計画量
（樹立）

４ 中越、上越及び佐渡森林計画区の計画量
（変更）

25

本日のもくじ
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【樹立】下越森林計画区の概況

○民有林面積158千ha（全県566千haの３割）

○人工林率30.1％ （県平均24.9％）

○民有林蓄積37百万㎥（全県113百万㎥ の３割）

うち人工林24百万㎥ 、天然林13百万㎥

○素材生産量は約14万㎥（全県約22万㎥ の６割）

〇スギ人工林で利用期を迎えた森林が８割

25

1,000

1,200

1,400

1,600

（ha）

（齢級）

利用期（４５年生以上）

第３ 下越計画区の計画量等 P8-10

粟島浦

佐渡

村上

関川
胎内

新発田

聖籠

新潟
阿賀野

糸魚川

上越

妙高

柏崎

津南

湯沢

南魚沼

十日町

小千谷

魚沼

刈羽

長岡

阿賀

加茂

三条

見附出雲

崎

五泉弥彦
燕

田上

市

村上市、新潟市、
新発田市、五泉市、
阿賀野市、胎内市

東蒲原郡 阿賀町

北蒲原郡 聖籠町

岩船郡 関川村、粟島浦村



【樹立】下越森林計画区の概況
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○県内最大の素材生産地、木材等の消費地

〇木材の用途は、製材用、合板、木材チップ、燃料用等

（例）木材共販市場、新潟合板（新潟市）、海外輸出

〇主伐から植栽の一貫作業による循環型林業への取組

○森林資源の活用に向け、森林所有者から消費者までを

つなぐ、仕組みづくり つなぐプロジェクト R５まで：５地区

〇建設業等の異業種から林業への参入

【現場視察研修（素材生産、県産材利用事例）】

【樹立】 下越森林計画区の実行量

28
※５年間の実行量
※R６は見込み
※実行歩合が100％未満の場合は赤字表記

第３ 下越計画区の計画量等 P53-54

総数 982 732.5 (74.6)

主伐 746 403.3 (54.1)

間伐 236 329.2 (139.5)

人工造林 907 121.1 (13.4)

天然更新 1,010 658.7 (65.2)

2,197 3,430.0 (156.1)

38.1 10.0 (26.2)

56,307 54,378 (96.6)

124 46 (37.1)治山事業（地区）

計画区

区分
前計画量
（R2～R6）

前実行量
（R2～R6*）

実行
歩合
（%）

下越

伐採立木材積
（千m3）

造林面積
（ha）

間伐面積（ha）

林道開設延長（km）

保安林面積（ha）



【樹立】 下越森林計画区の実行量
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第３ 下越計画区の計画量等 P53

〇主伐材積（千㎥） 〇間伐材積（千㎥）

430

746

260.8
403.360.7％

54.1％

0%

50%

100%

0

200

400

600

800

H27～R1
(前々計画期間)

R2～R6
(前計画期間)

計画量 実行量 実行歩合
451

236

457.5

329.2101.4％

139.5％

0%

50%

100%

150%

0

200

400

600

H27～R1
(前々計画期間)

R2～R6
(前計画期間)

【樹立】 下越森林計画区の実行量
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第３ 下越計画区の計画量等 P53

〇間伐面積（ha）

〇天然更新（ha）〇人工造林（ha）

764
907

153.3 121.1

20.1％ 13.4％

0%

50%

100%

0

200

400

600

800

1000

H27～R1
(前々計画期間)

R2～R6
(前計画期間)

1241
1010

358.9
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65.2％
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【樹立】 下越森林計画区の計画量
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※５年間の計画量
※変化率が100％未満の場合は赤字表記・人工造林面積は増加

・林道、保安林、治山は減少

Point

第３ 下越計画区の計画量等 P55-57

前計画量
（R2～R6）

新計画量
（R7～R11）

変化率
（%）

総数 982 982 (100.0)

主伐 746 746 (100.0)

間伐 236 236 (100.0)

人工造林 907 1,032 (113.8)

天然更新 1,010 1,010 (100.0)

2,197 2,197 (100.0)

38.1 23.1 (60.6)
56,307 55,931 (99.3)
124 81 (65.3)治山事業（地区）

区分

伐採立木材積
（千m3）

造林面積
（ha）

間伐面積（ha）

林道（km）
保安林面積（ha）

計画区 下越

１ 地域森林計画とは

２ 令和６年度地域森林計画の案
指針等、森林の区域（全計画区）

３ 下越森林計画区の概要、実行量、計画量
（樹立）

４ 中越、上越及び佐渡森林計画区の計画量
（変更）
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本日のもくじ
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【変更】中越・上越・佐渡森林計画区の
計画量

※５年間の計画量

※各計画区の計画期間は、中越：R5～R9、上越：R3～R7、佐渡：R6～R10
※変化率が100％未満の場合は赤字表記

第４ 各計画区の計画量等 P74-77、91-93、104-106

現計画量 新計画量
変化率
（%）

現計画量 新計画量
変化率
（%）

現計画量 新計画量
変化率
（%）

総数 473 473 (100.0) 200 200 (100.0) 72 72 (100.0)

主伐 280 280 (100.0) 106 106 (100.0) 31 31 (100.0)

間伐 193 193 (100.0) 94 94 (100.0) 41 41 (100.0)

人工造林 319 319 (100.0) 152 152 (100.0) 39 39 (100.0)

天然更新 425 425 (100.0) 162 162 (100.0) 54 54 (100.0)

2,328 2,328 (100.0) 1,141 1,141 (100.0) 409 409 (100.0)

計画区 中越 上越 佐渡

区分

伐採立木材積
（千m3）

造林面積
（ha）

間伐面積（ha）

・計画量は変更なし

Point

34

＜その他＞見やすい地域森林計画書

目次、 P7、P24、P28、 P153、P161 、裏表紙

見やすい地域森林計画書となるように変更しました

・実行量のグラフを追加（P53）

・QR コードの追加（目次、 P7、P24、P28、P161、裏表紙）

＜例：地域森林計画 HP＞


